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員
が
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
国
際
文
化
学
部
で
は
例
年
五
月
な
い
し
六
月
か
ら
講
座
ご

と
の
内
定
状
況
を
毎
月
の
教
授
会
で
報
告
す
る
こ
と
を
慣
例
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
報
告
を
通
し
て
、
国
際
文
化
学
部
の
教
員
は
、

学
部
な

い
し
自
講
座
の
就
職
状
況
に
お
の
ず
と
関
心
を
払
う
よ
う
に

な
り
、
し
だ
い
に
学
生
の
就
職
活
動
に
も
理
解
を
示
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
き
め
こ
ま
や
か
な
対
応
や
ケ
ア
を
可
能
に
す
る
学
部

の
就
職
支
援
組
織
と
進
路
就
職
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
種
々
の

情
報
を
提
供
す
る
全
学
的
な
セ
ン
タ
ー
と
の
効
果
的
な
連
携
が
あ

っ

て
は
じ
め
て
、
大
学
の
就
職

・
進
路
支
援
は
、
学
生
の
自
立
と
社
会

的
関
心
を
促
し
、
学
生
に
と

っ
て
納
得
の
い
く
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き

る
と
い
え
よ
う
。
神
戸
大
学
に
も
本
格
的
な
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【参
考
】

神
戸
大
学

神
戸
大
学
生
協
 

(神
大
各
団
体
の
行
事
予
定
は

)

神
戸
大
学

(神
大
生
に
よ
る
就
職
活
動
支
援
組
織
)

発

達
科
学

部

の
ホ

ー

ム
ペ
ー

ジ

(就
職
関
連
は

「イ

ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

・
就
職
活
動
」
)

国
際
文
化
学
部

E
C
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

●
事
例
紹
介
●

国
際
化
す
る
人
材
市
場
と
大
学
教
育
の
質

～
立
命
館
学
園
の
挑
戦

(新
し
い
産
学
連
携

人
材
供
給
シ
ス
テ
ム
)
～

北
本

暢

(立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
事
務
局
次
長

(キ
ャ
リ
ア
担
当
))

国
際
基
準
で
求
め
ら
れ
る
大
学
教
育
の
質

日
本

の
高
等
教
育
に
は
、
社
会
が
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中

で
新
し

い
教
育
シ
ス
テ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
が
求
め
ら
れ

て
き
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
国
際
的

競
争
力
が
問
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
教
育
力

(企
画
力
、
そ
の
実

行
力
と
結
果
)
が
国
際
的
評
価
に
さ
ら
さ
れ
る
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

つ
ま
り
大
学
教
育
の
結
果
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
誇
れ

る

「質

の
保
証
」

い
う
形
で
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
代
に
、
す
で
に
日
本
の
大
学
は
世
界
規
模
の
大
学
間
競

争
に
出
遅
れ
て
い
る
感
が
否
め
な

い
。
ア
メ
リ
カ
に
は
毎
年
五
〇
万

人
の
留
学
生
が
や

っ
て
く
る
。
そ
の
多
く
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

で
あ
る
。
何
故
、
ア
ジ
ア
の
若
者
達
は
欧
米

へ
留
学
す
る
の
か
?

何
故
、
経
済
大
国
で
あ
る
日
本
に
や
っ
て
こ
な

い
の
か
?

何
故
、

日
本
に
来
た
留
学
生
が
親
日
に
な
ら
な
い
の
か
?

様
々
な
理
由
が

考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
積
極
的
に
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
基
盤
整
備
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。

本
学
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

(以
下
、
A
P
U
)
の
モ
ン

テ

・
カ
セ
ム
学
長
は

「経
済
大
国
で
素
晴
し
い
伝
統
文
化
を
持
つ
日

本
は
、
世
界
に
知
的
貢
献
が
で
き
る
国
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
地
域
で
す

ら
日
本
の
高
等
教
育
機
関
の
存
在
感
は
薄
い
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は

大
学
問
競
争
も
世
界
的
規
模
で
展
開
さ
れ
る
。
大
学
も
世
界
を
視
野

に
入
れ
た
人
材
づ
く
り
、
教
育

・
研
究
レ
ベ
ル
、
経
営
戦
略
が
必
要
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で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
学

の
教
職
員
は
こ
の
問
題
を
共
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

の
こ
と
を
意
識
し
て
業
務
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
確
か
に
欧
米

や
オ
セ

ア
ニ
ア
の
大
学
で
は
教
育

・
研
究
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
早

く
か
ら

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
留
学
生
受
入
政
策
を
活
発
に
展
開

す
る
な
ど
、
そ
の
存
在
は
名
実
共
に
高

い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

日
本

の
多
く
の
大
学
が
少
子
化
の
中
で
学
生
確
保
に
躍
起
に
な

っ

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
若
者
の
多
く
が
海
外

へ
留
学

(流

出
)
し

て
い
る
。
ま
た
国
内
の
就
職
状
況
が
芳
し
く
な
い
中
で
、
日

本
に
帰
国
せ
ず
留
学
先
の
国
で
働
く
若
者
や
、
中
国
や
香
港
と

い
っ

た
経
済
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
の
国
々
に
就
業
機
会
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

へ
の
活
路
を
見
出
す
若
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
き
て
い
る
。
北
京
、

上
海
、
香
港
と

い
っ
た
中
国
経
済
の
中
心
都
市
で
は
、
世
界
の
グ
ロ

ー
バ
ル
企
業
が
国
籍
を
問
わ
ず
、
言
語
ス
キ
ル
の
高

い
若
者
や
技
術

者
、
技
能
者
と

い
っ
た
人
材
の
争
奪
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
日
本
同

様
に

『就
職
フ
ェ
ア

・
就
職
説
明
会
』
な
る
も

の
が
盛
ん
に
開
催
さ

れ
、
会
場
に
は
中
国
人
、
日
本
人
、
韓
国
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
な
ど

が
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
で
犇
き

合

っ
て
い
る
。

日
本
企
業
が
中
国
や
イ

ン
ド
で
I
T
技
術
者
の
採
用
を
行

っ
た

り
、
中
国
で
技
術
指
導
を
行
う
中
高
年
の
日
本
人
技
術
者
も
増
加
し

て
き
て
い
る
。
人
材
市
場
も
国
際
化
し
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

立
命
館
学
園
の
挑
戦

立
命
館
学
園
が
多
く
の
厳
し
い
ご
指
摘
を

い
た
だ
き
な
が
ら
も
、

真
の
国
際
大
学
と
い
え
る
A
P
U
の
設
置
に
至

っ
た
の
は
、
日
本
の

高
等
教
育
の
現
状
と
将
来
を
考
え
る
と
き
、
そ
の

一
翼
を
担

っ
て
い

る
と
い
う
自
負
と
ア
ジ
ア
に
お
い
て
高
等
教
育
を
通
し
た
知
的
貢
献

が
で
き
る
日
本
で
あ
り
た
い
と

い
う
思
い
が
、
学
園
の
経
営
ト
ッ
プ

に
あ

っ
た
と
同
時
に
全
教
職
員
の
共
通
認
識
だ

っ
た
か
ら
だ
と
い
え

る
。
立
命
館
学
園
に
と

っ
て
、
A
P
U
設
置
構
想
そ
の
も
の
が
二

一

世
紀
の
日
本
の
高
等
教
育
を
意
識
し
た
挑
戦
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

A
P
U
は
既
存
の
大
学
に
は
な
か

っ
た
特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
と

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
化
に
挑
戦
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
留
学
生

を
含
む
第

一
期
生
の
高
い
就
職
実
績
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
真
の
国

際
人
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
す
上
で
も
、

A
P
U
の
社
会
的
評
価
を
確
立
す
る
意
味
で
も
、
大
き
な
課
題
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

A
P
U
の
教
学
シ
ス
テ
ム
は
日
英
二
言
語
教
育
、
セ
メ
ス
タ
ー
制

度
、
単
位
制
学
費
、
奨
学
金
制
度
な
ど
、
前
例

の
な
い
多
く
の
制
度

を
導
入
し
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
自
体
が
課
題
の
連
続
で
あ

っ
た
。

し
か
し
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が
A
P
U
の
優
位
性

(
マ

ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
)
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

地
方
立
地
、
新
設
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
と

結
合
し
て
高

い
就
職
実
績
を
上
げ
る
と
共
に
、
幅
広
い
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

(経
済
界
、
自
治
体
、
海
外
な
ど
)
と
し
て
確
立
す
る
に
至

っ
た
。

A
P
U
の
就
職
支
援

就
職
支
援
は
開
学
が
間
近
に
せ
ま

っ
た
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
就
職

委
員
予
定
者
、
大
学
執
行
部
、
職
員
委
員
、
担
当
事
務
局
が
進
路

・

就
職
委
員
会
準
備
会
を
開
催
。
担
当
事
務
局

(キ
ャ
リ
ア
オ
フ
ィ
ス
)

か
ら
四
年
後
の
就
職
実
績
を
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
実
現
さ
せ
る

た
め

『A
P
U
キ
ャ
リ
ア

・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

・
プ

ロ
グ
ラ
ム

(進
路
就
職
支
援
中
長
期
計
画

"以
下
、
C
D
P
)』
を
提
起
し
確
認

し
た
。
早
速
、
四
月
の
開
学
と
同
時
に
C
D
P
の
具
体
策

『
ア
ク
シ

ョ
ン
プ

ラ
ン

(
フ
ァ
ー
ス
ト

・
ス
テ
ー
ジ
～
サ
ー
ド

・
ス
テ
ー
ジ
)』

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

当
時
、
キ
ャ
リ
ア
オ
フ
ィ
ス
は
就
職
部
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
の
三
つ
の
機
能
と
学
生
の

自
主
活
動

(業
界
別
学
習
会
、
女
子

・
国
際
学
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な

ど
)
支
援
を
業
務
と
し
、
入
学
時
点
か
ら
将
来
を
見
据
え
た
キ
ャ
リ

ア
育
成
を
行
う
た
め
の
環
境
整
備
を
行

っ
た
。
学
園
の
組
織
的
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
東
京
オ
フ
ィ
ス
、
大
阪

オ
フ
ィ
ス
、
立
命
館

大
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
、
び
わ
こ

・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
A
P

U
の
学
生
が
立
命
館
大
学
の
学
生
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

体
制
も
整
え
た
。
し
か
し
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
を
整
備
す
る
中

で
、
①
地
方
立
地
に
よ
る
就
職
活
動
で
の
経
済
負
担
の
重
さ
、
②
新

設
大
学
の
知
名
度
の
低
さ
、
な
ど
が
解
決
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
地
方
立
地
対
策
と
し
て
、
①
安
価
な
宿
舎
の
確
保

・
提
供
、

②
活
動
補
助
金
制
度
を
整
備
し
た
。
安
価
で
安
心
で
き
る
宿
舎
の
確

保
は
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
な
ど
大
都
市
圏
に
あ
る
企
業
の
保
養
施

設
や
社
員
寮
な
ど
を
安
価
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
活

動
資
金
の
補
助
は
企
業
寄
付
と
A
P
U
父
母
の
会
か
ら
の
協
力
に
よ

り
制
度
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
立
命
館
大
学

の
東
京
校
友
会
か
ら

は
、
東
京
で
の
A
P
U
学
生
の
就
職
活
動
に
様

々
な
ご
協
力
も
い
た

だ
い
た
。
次
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
具
体
化

で
あ
る
。

ま
ず
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
①
海

外
を
含
む
多
彩
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
開
拓
と
準
備
教
育
プ

ロ

グ
ラ
ム
の
単
位
化
、
②
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実

(意
識
啓
発
)、
③
安
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価
で
多
彩
な
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
、
④
キ
ャ

リ
ア
チ

ャ
ー
ト

(個
人
カ
ル
テ
)
の
整
備
、
⑤
全
学
生
対
象
の
個
別

面
談
実

施

(個
の
把
握
)
な
ど
、

一
四
の
プ
ラ
ン
を
具
体
化
し
た
。

こ
れ
ら
は
大
学
職
員
と
し
て
の
高
度
な
知
識
と
教
育
力
を
必
要
と
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
A
P
U
で
は
セ
メ
ス
タ
ー
制
度
、
二
言
語

教
育
な
ど
特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
や
、
兵
役
、
経
済
事
情
な

ど
学
生
が
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
況
か
ら
、
単
な
る
学
生
指

導
に
と
ど
ま
ら
ず
、
出
入
国
管
理
や
外
国
人
登
録
に
関
す
る
法
的
知

識
も
豊
富
で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な

い
業
務
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
専
任
職
員
全
員
が
入
管
法
に
関
わ

る
在
留
資
格
審
査
関
係
申
請
の
取
次
ぎ
資
格
で
あ
る

「申
請
取
次
者
」

の
資
格
を
取
得
。
さ
ら
に
学
生
相
談
を
担
当
す
る
職
員
は
、
自
ら

「
日
本
経
団
連
キ
ャ
リ
ア

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
資
格
を
取
得
す
る
な

ど
、
職
員
の
能
力
、
教
育
力
を
よ
り
高
度
化
さ
せ
た
。
英
語
を
中
心

に
し
た
言
語
運
用
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
大
学

に
な
い
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
教
育
的
指
導
が
行
え
る
環
境
作

り
を
、
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
視
点
か
ら
行

っ
て
き
た

の
で
あ
る
。

一
年
目
は

一
四
の
プ
ラ
ン
を
完
全
に
具
体
化
。
学
生
の
満
足
度
も

高
く
、
低
回
生
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
予
想
以
上
に
順
調
に
進
ん

だ
。
中
で
も

『女
子
学
生
就
職
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』

『国
際
学
生
就
職
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
』
は
、
共
通

の
課
題
を
有
す
る
学
生
の
連
携
を
強
め
、
積
極

的
に
就
職
活
動
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め
の
基
盤

を
作

っ
た
と
い
え
る
。
こ

の
よ
う
に
フ
ァ
ー
ス

ト
ス
テ
ー
ジ
か
ら
始
ま

っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
は
、
サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ
に
至
る
ま
で
す
べ
て

の
プ
ラ
ン
を
具
体
化
、
第

一
期
生
の
就
職
実
績

(表
1
)
に
お

い
て
最
高

の
結
果
を
生
み
出
す

重
要
な
要
素
と
な

っ
た
。

そ
の
コ
ア
と
な

っ
た
行
動
プ
ラ
ン
が

『
T
O

P

t
o
T
O
P
行
動
』
で
あ
る
。
A
P
U
の
社
会
的
認
知
度
の
向

上
と
広
く
産
業
界

・
経
済
界

へ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
を
目
的
に
、

立
命
館
学
園
の
経
営
ト
ッ
プ
を
中
心
と
し
た

企
業
訪
問
活
動
を
行

い
、
経
済
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
を

『A
P
U
ト
ッ
プ
講
演
会
』
(表

2
)
に
招
聘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
全
学
園
規
模

で
取
り
組
ん
だ
の
が

『企
業
各
位
と
大
学

・
学
生
と
の
懇
談
会

(以

下
、
企
業
懇
談
会
)』
『よ
う
こ
そ
、
A
P
U

へ
！
』
『
オ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

・
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
』
で
あ
る
。
三
年
計
画
で
企
業

・
団
体

の
人
事
部
局
に
A
P
U
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
戦
略

を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず

一
年
目
に
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
学
生
達
と
企
業

・
団
体
の

皆
様
と
の
懇
談
の
場
を
も
う
け
、
大
所
高
所
か
ら
忌
憚

の
な
い
ご
意

見
を

い
た
だ
こ
う
と

い
う
企
画
を
具
体
化
し
た
。
そ
れ
が
企
業
懇
談

会
で
あ
る
。
入
学
後
間
も
な
い
留
学
生
達
は
日
本
語
能
力
も
低

い
。

日
本
人
学
生
の
英
語
運
用
能
力
も
さ
ほ
ど
伸
び

る
は
ず
も
な
い
。

し
か
し
、
A
P
U
学
生
の
素
顔
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
で
、
世
界

か
ら
集
ま

っ
た
学
生
達
の
大
き
な
志
と
教
職
員

の
情
熱
を
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
た
。
こ
の
企
画
は
東
京

の
経
団
連
会
館

を
皮
切
り
に
、
大
阪
、
福
岡
の
三
都
市
で
開
催
、
約

一
五
〇
社
の
ご

参
加
を

い
た
だ
い
た
。
二
年
目
は

『よ
う
こ
そ
、
A
P
U
へ
!
』
を

実
施
。
前
年
の
企
業
懇
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ

い
た
企
業
を
中
心
に
、

企
業

・
団
体
の
皆
様
を
A
P
U
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
招
き
し
て
、

マ
ル

チ
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
と
特
色
あ
る
教
育
実
践
の
現

場
を
ご
覧
い
た
だ

い
た
。
ゼ
ミ
を
は
じ
め
開
催
当
日
の
授
業
は
す
べ

て
開
放
。
直
接
授
業
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
教
員
の
指
導
法
や
学
生

の
学
習
姿
勢
に
も
企
業
人
の
目
線
か
ら
ご
指
摘
を
賜
っ
た
。
こ
れ
ら

の
ご
意
見
は
教
学
改
革
の
際

に
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
と
と
な

っ

た
。三

年
目
、
初
秋
、
い
よ
い
よ
第

一
期
生
が
就
職
活
動
を
開
始
す
る

表12003年 度APU第1期 生
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※講師の肩書は開催当時のもの
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時
期
と
な
り
、
直
接
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
向
け
て
仕
上
げ
の
段
階
と

な
る
。
そ
こ
で
実
施
し
た
の
が

『オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
リ
ク
ル
ー
テ

ィ
ン
グ
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
言
え
ば
、
企
業
の
人
事
関
係
者

に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
、
採
用
試
験
を
実
施

い
た
だ

く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

単
に
採
用
試
験
と
い
っ
て
も
、
企
業
に
よ
り
そ
の
流
れ
、
そ
の
内

容
は
様

々
で
あ
る
。
ペ
ー
パ
ー
試
験
、
W
E
B
試
験
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
重
視

の
企
業
、
個
人
面
接
を
評
価
の
中
心
に
す
る
企
業
な
ど

様
々
で
あ
る
。
民
間
企
業
の
採
用
人
事
機
能
が
東
京

一
極
集
中
化
傾

向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
因
の

一
つ
は
バ
ブ
ル
期
に
全
国

を
網
羅
し
て
き
た
多
様
な
採
用
手
法
が
、
そ
れ
な
り
の
体
制
と
経
費

が
必
要
な
も
の
で
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
今
で
は
、
採
用
シ

ス
テ
ム
も
そ
の
権
限
も
東
京
中
心
に
動
い
て
い
る
。

企
業

の
皆
様
は
、
人

・
物

・
金
を
節
約
し
つ
つ
も
優
秀
な
人
材
の

確
保
に
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
企
業

人
事
部

の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
中
で

「じ
ゃ
、
私
達

(キ
ャ
リ

ア
オ
フ
ィ
ス
)
が
す
べ
て
引
き
受
け
よ
う
!
」
と

い
う
発
想
が
出
て

き
た
。
そ
こ
か
ら
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
は
生
ま

れ
た
。
同
時
に
数
多
く
の
企
業
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
中
で
、
潜
在

的
に
外
国
人
留
学
生
の
採
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
に
も
確
信
を
持

つ

こ
と
が
で
き
た
。
人
事
部
の
方
に
鞄

一
つ

で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な

形
態
の
試
験
実
施
に
も
対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

初
年
度
、
第

一
期
生
対
象
の
オ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

・
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
日
本
を
代

表
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
か
ら
八
七
社
が
、

二
年
目
は
す
で
に

一
四
〇
社
を
超
え
る
企
業

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
今

年
度

(二
期
生
)
の
内
定
率

(表
3
)
は
、
九

月
末
現
在
で
九

一
・
五
%
の
内
定
率
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

企
業
側
の
通
年
採
用
や
海
外
法
人
か
ら
の
求
人

ニ
ー
ズ
に
も
成
果
を

あ
げ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
す
る
企
画
と
な

っ
て
い
る
。

新
し

い
産
学
連
携
人
材
供
給
シ
ス
テ
ム

社
会
の
要
請
に
応
え
る
人
材

の
輩
出

(供
給
)
は
、
大
学
教
育
の

大
き
な
使
命
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
養
成
の
第

一
段
階
と

し
て
、
プ
ロ
集
団
で
あ
る
専
門
学
校
と
業
務
協
定
を
締
結
し
て
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
講
座
の
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
に
安

価
で
利
便
性
が
あ
り
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
実
現
し
て
い

る
。
ま
た
、
外
資
や
海
外
か
ら
の
求
人
に
即
応
で
き
る
体
制
と
、
海

外
に
帰
国
し
た
留
学
生
や
海
外

で
就
労
を
希
望
す
る
学
生
の
た
め

に
、
世
界
六
〇
か
国
で
事
業
展
開
す
る
人
材
サ
ー
ビ
ス
企
業
と
業
務

提
携
を
行
い
、
海
外
で
も
無
償
で
就
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う

に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
個
別
課
題

へ
の
対
応
で

あ

っ
て
、
産
業
界
の
要
請
に
応
え
う
る
人
材
供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て

確
立
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
有
機
的

に
融
合
さ
せ
る
た
め
に
、
学
生
個
々
の
持
つ
能
力
と
適
性
を
把
握
し
、

そ
の
能
力
を
伸
ば
す
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
、
採
用
直
結
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

へ
の
派
遣
や
冠
奨
学
金
制
度
に
結
び

つ
け
る
シ

ス
テ
ム
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
。
大
枠
を
確
定
し
具
体
化
に
向
け
て

の
詰
め
を
行
う
段
階
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の

共
同
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
り
、
国
際
的
な
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
の
で
き
る

『産
学
連
携
人
材
供
給
シ
ス
テ
ム
』
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
全
国
に
約

一
二
万
人
の
留
学
生
が
や
っ
て
き
て
い
る
。

そ
の
内
、
二
〇
〇
三
年
の
統
計
で
は
、
日
本
で
の
就
労
を
目
的
に
ビ

ザ
の
変
更
申
請
を
し
、
許
可
さ
れ
た
学
部
卒
の
留
学
生
は

一
、
四
五

四
名
で
あ
り
、
技
術
系
が
そ
の
多
く
を
占
め
る
。
社
会
科
学
系
の
A

P
U
で
学
び
、
日
本
企
業
に
内
定
し
た
留
学
生
約

一
二
〇
名
全
員
が

昨
年
度
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
驚
く
べ
き
数
字
と
い
え

る
。
入
国
管
理
局
と
の
相
談
、
学
生

へ
の
的
確
な
指
導
、
さ
ら
に
は

内
定
を
い
た
だ
い
た
企
業
人
事
部
と
の
連
携
や

ア
ド
バ
イ
ス
も
行

っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
内
定
後

の
場
面
で
も
職
員
の
指
導
力
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
。

ご
紹
介
し
て
き
た
A
P
U
就
職
支
援
の
取
り
組
み
は
ほ
ん
の

一
部

で
あ
る
。
手
前
味
噌
に
な
る
が
、
私
達
は
常
に
日
本

一
の
サ
ー
ビ
ス

と
日
本

一
厳
し
く
暖
か
い
指
導
を
心
が
け
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
世
界
七
五
か
国
か
ら
多
様
な
文
化
背
景
を
も

っ
て
A
P
U
に
来

た
留
学
生
と
、
異
文
化
と
直
面
し
鍛
え
ら
れ
る
日
本
人
学
生
を

一
つ

の
目
的
に
向
か

っ
て
、
自
主
的
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
せ
る
。
本

当
に
至
難
の
業
、
課
題
の
連
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
摯
に
取
り
組

ん
で
き
た
A
P
U
の
姿
勢
は
、
経
済
界

・
産
業
界
を
は
じ
め
と
し
、

多
く
の
企
業

・
団
体
か
ら
高
く
評
価

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
数
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
で
好
意
的
に
報
道
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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